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○沿道景観維持に関する指導要綱 

平成５年６月22日告示第16号 

改正 

平成６年４月11日告示第10号 

平成17年２月８日要綱第５号 

令和５年３月30日告示第56号 

沿道景観維持に関する指導要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、良好な沿道景観を維持するために屋外広告物法（昭和24年法律第189号）、屋

外広告物条例（平成５年長野県条例第23号）及び長野県景観条例（平成４年長野県条例第22号）

に準じ、自動販売機を含む屋外広告物（以下「屋外広告物等」という。）に関し必要な事項を定

めるものとする。 

（適用区域） 

第２条 この要綱の適用区域は、次のとおりとする。 

(１) 一般国道292号のうち、箱山地籍から十二沢地籍までの沿道の両側各100メートル以内 

(２) 上記に係る戸狩湯田中インター、佐野角間インター、沓野渋インター及びその周辺の境界

から100メートル以内 

(３) 町道宮下川原線の沿道の両側各100メートル以内 

（指導基準） 

第３条 前条の区域内においては、道路から望見できる屋外広告物等を表示し、又は設置してはな

らないものとする。 

（適用の除外） 

第４条 屋外広告物条例第６条に規定する屋外広告物等については、前条の規定は適用しないもの

とする。 

２ 屋外広告物条例第６条第３号アに規定する屋外広告物（以下「自家用広告物」という。）につ

いては、次のとおりとする。 

(１) 設置しようとする者は、設置30日前までに屋外広告物設置協議書（様式第１号）により、

協議するものとする。 

(２) この屋外広告物等の基準は、次のとおりとする。 

ア 全表示面積10平方メートル以内とする。 
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イ 地色は赤色、黄色の原色及び蛍光塗料、夜光塗料は、使用しないものとする。 

ウ 光源を用いるものは白色系とし、動光及び点滅は伴わないものとする。 

エ 地上に設置する広告物等の高さは、５メートル以下とし、支柱はこげ茶色とする。 

(３) 自動販売機を設置する場合、店舗に付置し側面を覆うこととする。 

（設置等） 

第５条 前条の規定による協議があった場合、当該協議に係る行為が良好な景観を害するおそれの

ない限り、設置を認めるものとする。ただし、良好な景観を維持するために、必要な指導を行い

かつ条件を附することができるものとする。 

（届け出） 

第６条 既に設置されている屋外広告物等は、この要綱施行後１年以内に屋外広告物設置届（様式

第２号）により、届け出るものとする。 

（住民協定） 

第７条 良好な沿道景観を維持するため、長野県景観条例第32条に規定する景観育成住民協定を、

沿道住民及び地権者の協力と理解を得て締結するよう、努めるものとする。 

附 則 

１ この要綱は、平成５年７月１日から施行する。 

２ この要綱施行の際、現に表示され、又は設置されている屋外広告物等（自家用広告物を除く。）

の設置者は、施行日から起算して３年６ケ月以内に撤去するものとする。 

３ この要綱施行の際、現に表示され、又は設置されている自家用広告物のうち、第４条第２項第

２号に適合しない広告物の設置者は、施行日から起算して３年６ケ月以内に改善するものとする。 

附 則（平成６年４月11日告示第10号） 

この要綱は、公布の日から施行する。 

附 則（平成17年２月８日告示第５号） 

この要綱は、公布の日から施行する。 

附 則（令和５年３月30日告示第56号） 

この告示は、令和５年４月１日から施行する。 
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様式第１号（第４条関係） 
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様式第２号（第６条関係） 

 


